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初期に多く観測されたSpeckle状のピー クの中の一つ (矢印のピー ク)が時間と共に強度を増大させ､
400分後には約3倍にまで成長した｡しかし､このピー クはその後一転して強度を減少させ､700分後
には殆ど消失し､替って新たな強いピークが別の場所に出現している｡この散乱パターンの挙動は
Hexagonal/Olbic転移の場合と大きく異なり､多結晶状態のCubicドメインが成長と減衰を繰り返しな
がら､domaincoarseningしていることを示している｡このようなドメイン成長は転移後､約2000分進
行するが､その後はある平衡状態に落ち着き､散乱ピー クもその状態で非常にゆっくりとした強度ゆ
らぎを示す｡しかし､この平衡状態は必ずしもモノドメイン状態への成長を意味するものではなく､
この平衡状態でさらに温度を下げると急激な散乱ピー ク強度の増大と共に､モノドメイン状の散乱パ
ターンへの転移が観測された｡これは､多結晶状態からのcoarsening過程の途中で系が準安定状態に
トラップされ､温度を下げることによりこの準安定状態から抜け出てモノドメイン状態へ転移したも
のと考えられる｡
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